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【手続補正書】
【提出日】平成22年11月15日(2010.11.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　セルロース系物質をグルコースに転換する方法であって、
前記セルロース物質とトリコデルマレーシ（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ｒｅｅｓｅｉ）完
全セルラーゼを組合わせて、重量により、１％乃至３０％のセルロースを含むセルロース
系物質と前記セルラーゼとの組合せを提供する工程、前記セルロース系物質と前記セルラ
ーゼとの組合せを、５０℃乃至６０℃、ｐＨ４乃至９で、０．１乃至９６時間、インキュ
ベートして、加水分解反応を生じさせ、少なくとも２０％のセルロース系物質を可溶性糖
に転換する工程、を含み、
前記可溶性糖がグルコース及びセロビオースを含み、グルコースの分画が前記可溶性糖に
対して少なくとも０．７５であり、
５０℃でインキュベーションしたときのグルコース生成が３０℃でインキュベートした場
合と比べて増加していることを特徴とする、方法。
【請求項２】
 前記トリコデルマレーシ（Ｔｒｉｃｈｏｄｅｒｍａ　ｒｅｅｓｅｉ）完全セルラーゼが
過剰発現している組換酵素を含む請求項１の方法。
【請求項３】
　前記組換酵素がベータグルコシダーゼである、請求項２の方法。
【請求項４】
　セルロース系物質をセロビオースに転換する方法であて、
セルロース系物質をエンドグルカナーゼ１を含むトリコデルマレーシ（Ｔｒｉｃｈｏｄｅ
ｒｍａ　ｒｅｅｓｅｉ）完全セルラーゼ混合物と組み合わせて、セルロースを重量により
１％乃至３０％含む、セルロース系物質と前記セルラーゼ混合物との組合せを提供する工
程、及び
前記セルロース系物質と前記セルラーゼ混合物との組合せを、５０℃乃至６５℃の温度、
４乃至９のｐＨで０．１時間乃至９６時間インキュベートして、加水分解を行い、前記セ
ルロース系物質の５０％までを可溶性糖類に転換する工程を含む方法であって、前記可溶
性糖類がグルコースとセロビオースを含み、グルコース分画の可溶性糖類に対する割合が
０．５未満であり、
５０℃でインキュベーションしたときのグルコース生成が３０℃でインキュベートした場
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合と比べて増加していることを特徴とする、方法。
【請求項５】
　前記セルロース系物質が、生物燃料エネルギーの収穫物、農業の残分、地方自治体の固
形廃棄物、産業の固形廃棄物、庭ゴミ、材、林業廃棄物、スイッチグラス、故紙、紙製造
からのスラッジ、コーングレーン、コーンの穂軸、コーンの殻、コーンスチーバー、草、
コムギ、小麦わら、干し草、稲ワラ、砂糖きびバガス、ソルガム、大豆、木、スイッチグ
ラス、干し草、大麦、大麦わら、稲ワラ、および草からなる群より選択される、請求項１
乃至４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　更にセルロース系物質の前処理工程を更に含む、請求項１乃至５のいずれか１項に記載
の方法。
【請求項７】
　前記前処理剤処理が、蒸気噴射、パルプ化（蒸解法）、粉砕、酸加水分解、及びこれら
の組合せからなる群より選択される、請求項６の方法。
【請求項８】
　更に、グルコース量を決定する工程を更に含む、請求項１乃至７のいずれか１項に記載
の方法。
【請求項９】
　可溶性糖の量を決定する工程を更に含む、請求項１乃至８のいずれか１項に記載の方法
。
【請求項１０】
セルラーゼの量が２乃至４０ｍｇ／ｇセルロース系物質である、請求項１乃至９のいずれ
か１項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記セルラーゼ混合物が更にセロビオハイドロラーゼ１を含む、請求項４の方法。
【請求項１２】
　前記セルラーゼ混合物がセロビオハイドロラーゼ２を更に含む、請求項４の方法。
【請求項１３】
　前記セルラーゼ混合物が更に、セルモモスポラフースカ（Ｔｈｅｒｍｏｍｏｎｏｓｐｅ
ｒａ　ｆｕｓｃａ）Ｅ３を含む請求項４の方法。
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